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～わかりやすいオンライン申請マニュアル 別冊１～ 



② 

「車両諸元一覧表作成説明資料 」 
をダウンロードします。 

はじめに 

● 特車オンライン申請を始める前に、「車両諸元一覧表」へ申請時の値を事前に用意して 

 おくことで、申請書作成が円滑に行えます。 

  ※ 当資料では、「軸数５軸 ・ トラクタ前１軸 ・ トレーラ後２軸（図１）」の車両で、 

    車両諸元一覧表を作成しています。 

※図１ 
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特車オンライン申請に必要な資料は
こちらからダウンロードできます。 

① 



車両諸元一覧表の作成について（トラクタ） 

 ● 車検証および外観図等を参照しながら、トラクタの申請時の値を“車両諸元一覧表” 

  へ入力します。 
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【②申請時の値】 

・申請時に必要な数値のみに絞っています。 
・申請時には、こちらのシートをもとにオンライン申請を行ってください。 



車両諸元一覧表の作成について（トレーラ） 
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＜積載貨物によって変動します＞ 

【②申請時の値（積載あり）】 
• 申請時に必要な数値のみに絞っています。 
• 申請時にはこちらのシートをもとにオンライン申請を行ってください。 

● 車検証および外観図等を参照しながら、トレーラの申請時の値を“車両諸元一覧表” 

 へ入力します。 

※ トレーラの申請時の値は「貨物を積んだ状態での値」になります。そのため、“幅(cm)” 
“高さ(cm)” “キングピン後長さ(cm)” “積載物重量(t)” は積載貨物によって変動します。 

 



特殊な車両とは？ 
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1.特殊な車両 

• 特殊車両通行許可の対象となる車両で、道路法47条の2に規定する“車両の構造が特殊である車両”、“積載する貨物が特殊な車両”
とは、車両制限令に規定する車両諸元の最高限度を超える次のような場合をいいます。 

2.車両の構造が特殊 

• 車両の構造が分割不可能なため、寸法（幅、高さ又は長さ）・重量において一般的制限値のいずれかを超える車両をいいます。 
 大きく分類すると以下の二つに分けられます。 

① セミトレーラ連結車 

・ トラクタ（けん引車）にセミトレーラ（被けん引車。積載物の重量 
  の相当部分を、連結装置を介してけん引車に持たせかける構造 
  のトレーラ）を連結した車両。 

② 単車・建設機械等 

・ 連結状態になく、通常単体で運行される車両。 
・ 車両の構造上分割不可能であり、取り外し可能なものは取り 
  外した状態で自走する車両。 



申請車種の区分例 

● 各車種について、車検証だけでは判断できない場合があります。 

 申請車種のプルダウンメニューに該当する車種例は、以下のとおりです。 

タンク型 

コンテナ型 

幌枠型 

バン型 

自動車運搬用 

船底型 

スタンション型 

あおり型（※ダンプトレーラ） 

重セミ 

ポールトレーラ 

トラック（単車） 

建設機械類 

海上コンテナ 
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フルトレーラ 

ダブルス 



輪数とＧ値の考え方 
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１輪 

１輪 １輪 １輪 

● 輪数の考え方 

１輪 

① シングルタイヤ 

１輪 １輪 

② ダブルタイヤ 

③ ダブルタイヤ（両サイド） 

１輪 

＝ ＋ ２輪 

＝ ＋ ２輪 

＝ ＋ ４輪 ＋ ＋ 

● Ｇ値の考え方 

• 各軸の車輪と車輪の中心間距離（最外輪中心間距離）
のことをいいます。 

• 以下のＧコード表を参考に、「コード１～５」まで当てはまる
コードを入力ください。 

最外輪中心間距離（Ｇコード） コード 

200ｃｍ以下 1 

201ｃｍ～225ｃｍ 2 

226ｃｍ～250ｃｍ 3 

251ｃｍ～275ｃｍ 4 

276ｃｍ～300ｃｍ 5 

※ 参考 
 幅250cmのトラックであれば、以下が目安となります。 
  ① シングルタイヤ・・・Ｇコード「２」 
  ② ダブルタイヤ・・・・Ｇコード「１」 

 



トラクタの申請値の探し方（車検証） 

● 当資料では３軸トラクタをサンプルに作成しています。他軸の場合も考え方は一緒です。 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔ 

車両諸元一覧表（トラクタ） 

（サンプル） 

平成〇年〇月〇日 

  足立100あ1234 

1000（12）3456789 

① 

② 

④ 

⑤ 

⑥ ⑦ 

⑧ ⑨ ⑩ ⑰ ⑳ ㉓ (A軸) (B軸) (C軸) 

＜車両諸元一覧表作成の注意点＞ 

• 車両諸元一覧表に入力する値の単位に注意！！ 

• 車検証および外観図の表記と異なることがあります！！ 

• 幅・高さ・長さは「cm（センチ）」、重量は「t（トン）」に変換して入力してください！！    

     （例） 10,000mm → 1,000cm   34,500kg → 34.5t 
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トラクタの申請値の探し方（外観図） 
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494cm 

660mm→66cm 

206cm(A軸) 185cm(B軸,C軸) 

Ｇ値「２」 Ｇ値「１」 

⑪ 

⑫ 

⑮ 

⑬ 

③ 

⑱ 
㉑ ㉔ 

最外輪中心間距離（Ｇコード） コード 

200ｃｍ以下 1 

201ｃｍ～225ｃｍ 2 

226ｃｍ～250ｃｍ 3 

251ｃｍ～275ｃｍ 4 

276ｃｍ～300ｃｍ 5 

⑯ ⑲ ㉒ 

２輪（A軸、B軸、C軸） 

３軸 

1310mm→131cm ⑭ 

3540mm→354cm 

3710mm→371cm 

＜トラクタの長さについて＞ 

• 「カプラ前長さ（⑪494cm）」は 
 全長ではなく、カプラから最前部までの長さになります！！ 

※詳細はP９を参照ください。 
 



カプラ～最前部までの長さの求め方 

●  オンライン申請時のトラクタの値（幅、高さ）は、基本的には車検証通りですが、 

  “長さ”だけは「全長ではなく荷重中心から最前部（カプラ～最前部）」の長さになります。 

● 

★ 

▲ 

＜トラクタの長さの求め方＞ 

① （★＋▲）－●＝カプラ～最前部の長さ（cm） 

② （3710＋1400）－175＝4935mm → 493.5cm → 494ｃｍ（申請時の長さ） 

※ 小数点の切り上げ方は提出窓口によって異なります。詳しくは提出予定窓口にお問い合わせください。 

※ 当資料では、「mm→cm」の場合小数点第一位を四捨五入しています。 

3710mm 

1400mm 

175mm 

● 

【カプラオフセットについて】 

• カプラオフセットは、外観図等に表記されていない場合があります。 

• 詳細については、メーカー等にお問い合わせください。 
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トレーラの申請値の探し方（車検証） 

● 当資料では２軸トレーラをサンプルに作成しています。他軸の場合も考え方は一緒です。 
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車両諸元一覧表（トレーラ/積載物なし） 

㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚ ㉞ ㊱ ㊲ ㊳ ㊴ ㊵ ㊶ ㊷ ㊸ ㊹ ㊺ ㊻ ㊼ ㉛ ㉝ ㉜ ㉟ 

㊽ ㊾ ㊿ 

②申請時の値（積載あり） 
平成〇年〇月〇日 

足立200あ1234 

1000（12）3456789 

平成〇年〇月〇日 平成〇年〇月 

（サンプル） 

平成〇年〇月〇日 

㉕ 

㉖ 

㉘ 

㉙ 

㉚ ㉛ 

249cm ㉜ 

当資料では貨物を積んでも 
“幅”は超えない設定にしています。 

㉝ ㉞ ㊸ ㊻ (D軸) (E軸) 

＜車両諸元一覧表作成の注意点＞ 

• 車両諸元一覧表に入力する値の単位に注意！！ 

• 車検証および外観図の表記と異なることがあります！！ 

• 幅・高さ・長さは「cm（センチ）」、重量は「t（トン）」に変換して入力してください！！ 

      （例） 10,000mm → 1,000cm  34,500kg → 34.5t 
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トレーラの申請値の探し方（外観図） 

  

1165cm 

荷台の長さ：8880mm→888cm 

荷台オフセット：4450mm→445cm 
350cm 

積載貨物重量 
6.6t 

10000mm→1000cm 

10600mm→1060cm 1200mm→120cm 

1200÷2＝600mm→60cm 

積載時のはみ出し部分（長さ） 積載時のはみ出し部分（高さ） 

２輪（D軸、E軸） 

Ｇ値「２」 

211cm(D軸,E軸) 

㊱ 

㊲ 

㊳ 

㊴ 

㊵ 

㊶ 

㊹ 

㊷ 

㊼ 

㊽ 

㊾ 

㊿ 

最外輪中心間距離（Ｇコード） コード 

200ｃｍ以下 1 

201ｃｍ～225ｃｍ 2 

226ｃｍ～250ｃｍ 3 

251ｃｍ～275ｃｍ 4 

276ｃｍ～300ｃｍ 5 

キングピン 

２軸 ㉗ 

㊺ 

11350mm→1135cm 
㉟ 

＜トレーラの入力値の注意点＞ 

• トレーラの「長さ、高さ、幅」は荷物を積載した状態の値を入力します。 
• なお、長さは“キングピンから最後部まで”の長さになります。  ※ 詳細はP１２を参照ください。 
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トレーラの申請値の求め方 

● トレーラの入力値は車検証通りではなく、「積載物をのせた状態の値（長さ、高さ、幅）
になります。」 （※当資料では、貨物を積載しても幅は超えない設定にしています。） 
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  積載貨物重量 
6.6t 

9400mm 

積載時のはみ出し部分（長さ） 積載時のはみ出し部分（高さ） 

1200mm 750mm 300mm 

1790mm 

1710mm 

(１) トレーラの高さの求め方 

   1710（全高）＋1790（積載貨物オーバー分）＝3500ｍｍ → 350ｃｍ（申請時の高さ） 

(２) トレーラの長さの求め方 

   9400＋1200＋750（キングピン～最後部の長さ）＋300 （積載貨物オーバー分）＝11650ｍｍ → 1165ｃｍ（申請時の長さ） 

(３) トレーラの重さの求め方 

   車両自重：6.1ｔ（車検証通り） / 積載貨物重量：6.6ｔ（積載する貨物によって異なります） 

(４) トレーラの幅の求め方 

   249（空車時の幅）＋〇〇〇（積載貨物オーバー分）＝〇〇〇cm（申請時の幅） 

(１) 

(２) 

キングピン 

車両自重 
6.1t 


